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小
中
学
部

②

④

⑥

日々の学習で身につけたコミュニ
ケーション（聞く、伝える、やりとり、
あいさつなど）の力を、地域とつな
がる学習の中で伸ばす。

・日々の学習で身に
つけたコミュニケー
ションの力を生かせる
ように、個に応じたコ
ミュニケーションの場
面を設ける。
・活動の前に、個々の
コミュニケーションの
目標を共通理解する
機会をもつ。

・地域とつながる学習の中で、コミュ
ニケーションの場面を個に応じて設
けることができたか。
・各活動の前に、個々のコミュニケー
ションの目標を教員間で共通理解し
て取り組めたか。

小

中

学

部

教

員

・各学級で個に応じたコミュニケーショ
ンの目標を設定して取り組み、地域
での活動で生かすことができた。
・教員間で事前にねらいを確認した
り、事前練習を取り入れたりして、各
学級内では共通理解して取り組むこ
とができた。

43% 57%

・基本的な挨拶など、児童がすすんで行うことができてい
る。
・地域の人との関りをとおして、挨拶を自分からしたり、話
しかけたりする姿が見られるようになった。一方で他者と
の関りがまだ、対教員の子どものコミュニケーションの目
標を共通理解できていなかったので今後地域の人と関わ
るまでの目標の段階表などがあるとよいと思った。
・日々の学習の中にコミュニケーション力を育てる学習が
あり、外部の人と関わる場面ではその力が発揮できたこと
も多くあった。
・毎月の学部会で確認し合いながら、取り組んでいくこと
ができた。

B

・小学部では丁寧な言葉遣いや伝え方を意識
できるようになったり、要求の表現方法が拡
がったりした。交流学習や地域の方との学習
が何度かあったことで、繰り返し取り組めて良
かった。
・中学部では個々に応じて具体的な目標を立
て、日常的に意識できるようにしたり、地域に
出かける前に練習したりしたことが効果的だっ
た。
・今後は学部内の教員での共通理解や活動後
の振り返りを充実させていきたい。

B

・児童生徒たちは私を見つけると、反応したり、あ
いさつをしてくれました。
・個々に応じた対応がしっかりとられている。
・いつも教室に入ると元気に挨拶をしていただい
て嬉しいです。
・授業参観をさせていただき、とても楽しそうでし
た。バディーアートのデザイン等協力していただき
ました。
・授業の見学をさせてもらった際にも、児童生徒の
方から進んで挨拶をしている様子が感じられまし
た。

高
等
部

②

④

⑤

地域とつながりのある学びを推進
し、聞く、伝える、働く力の育成を目
指す。

・自発的な学びになる
よう、生徒の興味関
心、声を大切にした学
習計画をたてられるよ
うにする。
・各学年やグループの
取組を学部会で共有
しあい、系統性のある
学びにつなげられるよ
うにする。

・地域とのつながりを意識した学習を
毎学期１回以上計画し、実施するこ
とができたか。
・生徒の興味関心を土台にした学び
やそれを深める学習の場を設定する
ことで、主体的な生徒の姿を引き出
すことができたか。

高

等

部

教

員

・様々な学習グループで地域とつな
がりのある学びを毎学期１回以上設
定することができた。
・系統性のある学びとはならなかった
部分もあるが、色々な視点で地域を
知り、見聞きし、印象に残ったことや
感想、自分達が考えたことを記録に
残したり、周りに伝えたりすることがで
きるようになった。働く力を学年の積
み上げに合わせてつけられるようにし
ていきたい。

10% 90%

・地域にどのような資源（人・事・もの）があるのか、自分自
身がもっとアンテナを張っておくようにしないといけないと
反省している。
・地域の様々な場所へ行って体験をとおして地域を知るこ
とも大事だが、地域の方々と直接関わることも大事だとい
うことを改めて感じた。また、内容にもよるが活動後の
フィードバックの方法は検討する必要がある。
・生徒の興味関心の事柄をとりあげ、地域の神社巡りを
行った。すれ違う地域の人へ自分から挨拶をしたり、神社
の歴史を自発的に調べたりするなどの深い学びになって
いた。
・高等部全体で地域に出かけ学ぶ機会もあり、地域との
つながりを意識した学習の取組がなされていた。

B

・地域の方からとるアンケート結果や感想は、
生徒達にとって興味深く、関心をもって見たり、
課題を受け止め、次の学習につながりやすい。
普段行っている教員からのフィードバックだけ
でなく、地域の方からの生の声を聞く機会を今
後も大切にする。

B

・地域の方との関わりというのは児童生徒にとっ
て、社会に出る前の予行練習として、非常に重要
な意味があると感じております。様々な活動を通
して、地域社会へのアプローチをしておられると感
じました。
・あらゆる仕事の基礎の力になるコミュニケーショ
ン力を伸ばす、カフェや清掃サービスなどの取組
が、とっても良い取組だと思っています。
・仕事につながりそうな趣味（ITスキル）を持ってい
る子もいたので、その趣味を伸ばしてあげられる
ようなフォローができたら、その子にとっても地域
にとってもよりプラスになるかなと思います。
・高等部の生徒は去年以上にスムースにコミュニ
ケーションをとることができました。会話の所々で
将来の事や就職のことを話しました。
・隠岐の島町教育委員会主催の多世代対話型交
流学習事業においても普段からの活動の成果が
見受けられました。
・活動を通じて事業所の方々とのコミュニケーショ
ンをとり、今後の就職活動にも繋がるような取り組
みを願います。

総
務

⑦
関係機関と連携して本校の取り組
みについて情報発信し、地域への
理解啓発に努める。

・本校の取り組みにつ
いて、ホームページ、
SNS、学校新聞、校外
掲示を作成し、情報発
信を行う。
・情報発信したことを、
校内、地域へ周知を
図る。

・ホームページ、SNS（随時）や学校
新聞（年間４回）、校外掲示（学期に1
回）を通して、児童生徒の活動の様
子や学校行事等、各学部や分掌と
連携して定期的に情報発信すること
ができたか。
・校内チャットやSNSを活用し、情報
発信の更新（学校新聞、校外掲示）
についてその都度周知することがで
きたか。

全

員

・ホームページ（月2回程度）、SNS
（随時）、学校新聞（年４回）、校外掲
示（月１回程度）について、定期的に
更新し、情報発信を行った。
・情報発信の更新については、校内
チャットや事務室前の掲示板を活用
して校内に周知を図った。
・地域アンケートの結果から、校外掲
示が本校の取組についての情報発
信として有効であったと考えられる。

64% 36%

・学校新聞を地域の回覧板に挟むというのも一つの手か
と思いました。（県立高校ではやっているところもある。）
・達成状況に記載されていることをきちんと実施されてい
た。
・ＳＮＳで随時情報が更新されていた。校外掲示もされて
おり、地域への情報発信が有効にできていたと思う。
・情報発信の量については、適切だったと思う。校外掲示
やＳＮＳの更新回数については、業務量の点で検討が必
要だと考える。
・地域アンケートに関しては、何を分析したいのか「目的」
と「ターゲット層」を明確にしてから臨むとよいと思う。
・様々なツールを使って定期的に情報発信を行っていた。
内容については、もう少し工夫する必要があると思う。
・校外掲示でどのような写真を掲示されているか知る機会
がなかったので、知ることができるとよいと感じた。

Ａ

・今年度は魅力化ＣＤと連携をとりながら、校外
掲示やＳＮＳ、ＨＰで随時地域への情報発信を
行うことができた。
・情報発信の内容については、行事だけでな
く、普段の学習の様子についても取り上げた。
今後も地域の方に学校の取組に興味をもって
もらえるよう、発信する内容について工夫して
いきたい。
・情報の更新回数については、来年度の校内
体制によるところもあるが、情報発信のやり方
も含めて検討していきたい。

A

・SNSでの情報発信が上手にできていたと思いま
す。
・ＳＮＳや広報誌を用いた情報発信をとても積極的
にしていると感じた。
・校外の建物に生徒の絵を飾ること・カフェ・清掃
サービスなど、SNS以外のそういった取組もとても
良い情報発信だと思いました。
・SNSやホームページなどで隠岐養護学校が様々
な取組を行っていることを見ていました。わかりや
すい情報発信だったと思います。

教
務

④

分かる・伝わる文書作成～通知表
の評価について学ぼう～

通知表における児童生徒の評価
の記載において、学習の様子が分
かる・伝わる表現をより意識して記
載できるようにする。

・児童生徒の評価を
適切に表記できるよう
に、評価の視点や表
現の方法について、
資料や学習会等を通
して、学ぶことができ
るようにする。

・評価の視点や記述する際のポイン
トについて、資料や学習会等で学ぶ
機会が設定されたか。そして、それ
は、評価を記述する際に役立った
か。

全

員

・7/25に学習評価の勉強会を実施。全
体で学習評価の在り方（３段階評価、評
価規準等）について研修した後、グルー
プワークで実際の学習の記録の作成に
取り組んだ。
・1/29に道徳の評価についてのミニ学習
会を学部ごとに実施した。

52% 48%

・評価の勉強会や資料の提供があり、わかりやすかった。
・道徳の評価に関する勉強会も計画されており、通知表を
作成する際に役立つと思う。
・評価ポイントを毎回丁寧に資料を更新されるのでとても
役立ち、ありがたいと思う。
・グループワークでの学習会は、分かりやすく丁寧に指導
していただいたので身になった。来年度もあるとよいと思
う。

B

・取組について、概ね良い評価をいただいた。
学習評価についての学びは、ニーズに応じて
今後も継続していくことで、より理解が深まり、
表現力も向上していくと考える。

A

・年二回の勉強会を実施し、振り返りもしっかりと
できている。
・もし可能であれば、学校運営協議会の中で通知
表や学習評価勉強会の様子を拝見できるのであ
れば評価や意見が言いやすいかもしれません。
・生徒に地域で生きていく力を身につけさせること
が学校の目標であれば、先生も地域のいろんな
事業所で働いてみることができたら、より良い教
育ができそうな気がするのですが、スケジュール
が難しいですよね。

進
路
指
導

⑦
事業所や企業、保護者に進路に関
する情報提供など積極的な広報活
動を行う。

・事業所や企業、保護
者に、学校の広報活
動ができるよう各関係
機関と協力して、学校
見学会や企業説明会
を開催する。
・SNSの更新と進路だ
よりを発行する。

・学校見学会について島前地区の事
業所や企業にも告知し、他機関と連
携して開催することができたか。
・SNSの更新や進路だよりを発行し、
広報活動を行い、進路情報や進路
学習について適切に周知できたか。

全

員

・ハローワーク、障がい者就業・生活支
援センター太陽、商工観光課と連携し企
業向け学校見学会や企業ガイダンスを
実施した。参加者から本校教育活動に
対する高い評価と生徒に対する好印象
などの評価を得た。また今年度、初めて
島前地区における福祉フォーラムを実
施した。
・進路に関する情報や現場実習などSNS
や進路だよりを利用して５回情報提供を
行った。

44% 52% 4%

・現場実習の際には、実習先の相談等、情報提供してもら
い、有意義な実習ができた。
・現場実習の事前・事後学習の際、関係機関の人に来校
して頂く取り組みは良いと思う。島前地区への福祉フォー
ラムの計画も新たな取り組みで今後継続できるようにと思
う。進路だよりも定期的に行われ、保護者からも良い印象
をもたれていた。
・事業所や企業見学等、保護者、教員が卒業後の生徒の
進路先を知る機会があるとよいと思いました。 B

・進路だよりの発行やHPの掲載により、進路に関
する情報の提供を行った。
・島前福祉フォーラムの開催を今年度、計画した。
島前地区での障がい者就労や障がい者理解につ
なげ、事業所における障がい者就労の活性化を図
りたい。
・進路研修会を開催し、障がい者が抱える就労の
課題や現状、就業・生活支援センターの取り組み
と、支援のありかたなどについて話をしていただ
き、卒業後の姿を見据えた支援の在り方について
考える機会を提示することができた。
・関係機関と協同して隠岐楽見学会を開催した。参
加した１８の事業所に生徒の様子や学校の活動を
見てもらい一般就労が可能な生徒の実態であるこ
とを理解していただいた。

B

・島前地区での初の福祉フォーラムの開催からそ
の他の取り組みも踏まえて評価した。
・地域の事業所への情報発信は積極的にできて
いたと感じます。特に島前地区へのアプローチは
素晴らしい取り組みだと思います。
・企業・地域の隠岐養に対する理解が深まってい
ることと思います。引き続き、校内の各部署とも連
携しながら、関係機関への理解を深めていただき
たい。
・いろんな事業所に現場実習に行くと、生徒も仕
事体験ができ、事業所も求人先として養護学校を
意識しやすくなるかなと思います。

令和６年度　島根県立隠岐養護学校　学校評価

４段階
評価

評価・改善策等目標や評価に関する
意見・要望

　①個性を活かし、地域で生きる子どもの育成

　②地域の障がいへの理解・啓発の推進

　①特別支援教育の専門性の向上
　②効率的なＩＣＴ活用による授業づくり
　③安心安全な学校づくり
　④働きやすい学校づくり
　　　　（業務改善、風通しのよい職場づくり）
　 ⑤学校運営協議会や地域との連携・協働

達成状況

  Ｄ ほとんど達成できていない状況

学校関係者評価

４段階
評価

評価・意見
評

価

者

学部
分掌等

具体的
内容

重点目標 手立て

⑤地域の課題を発見し、解決していく学習の充実等、課題解決力を身につけるための取組の推進

⑥交流学習、地域の大人との交流の充実等、社会性を高め 理解啓発を進めるための取組の推進

  ［４段階評価基準］
  Ａ 十分に達成できている
  Ｂ おおむね達成できている
  Ｃ どちらかといえば達成できていない状況

評価指標（成果・取組指標）

アンケート評価
高⇔低、わからない

令和６年度　重点テーマ

具

体

的

内

容

①社会見学や体験学習の充実等、経験や興味・関心を広げ、深めるための取組の推進

※共生社会の実現に向けた２つの視点 基　盤

コミュニケーション
～「わかる・伝える」コミュニケーション力の育成、コミュニケーションの活性化～

教職員評価

⑦メディアを組み合わせた広くわかりやすい情報発信

⑧隠岐圏域の特別支援教育のセンター的役割の推進

②自己理解（課題や強みなど）の促進等、人との関わりや社会参加の基盤となる取組の推進

③海洋等の自然、郷土芸能等の文化の学習の充実等、地域への愛情と理解を深めるための取組の推進

④コミュニケーション力（基盤となる言語力、表現力、理解力）を身につけるための取組の推進
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４段階
評価

評価・改善策等目標や評価に関する
意見・要望

達成状況

学校関係者評価

４段階
評価

評価・意見
評

価

者

学部
分掌等

具体的
内容

重点目標 手立て 評価指標（成果・取組指標）

アンケート評価
高⇔低、わからない

教職員評価

④
一人一研究に取り組み、教育実践
の質の向上を図る。

・教員間での意見交
換、授業を見合う機会
を設け、一人一研究
の取り組みを支える
環境作りをする。

・研究の日（月1回）､よらあや授業公
開（年間各自1回)､よらあや報告会
（中間、年度末）に取り組むことがで
きたか。

全

員

□研究の日の定期開催：9回実施
＊学部を超え相談できる環境づくり
□よらあや公開授業：チャット周知
　一人一授業公開実施
＊先生方の専門性向上機会提供
□中間発表会：予定通り実施
　＋2月実践報告会予定
＊テーマ別を超え情報共有・協議
　できる機会の提供

48% 48% 4%

・お互いの授業を見合い、話し合いの機会を設けることで
相談しやすい環境づくりができていたと思います。
・公開授業をした後、その授業について話し合う時間があ
るとよい。少なくとも参観した教員は感想なりを授業者へ
返すことを徹底するアナウンスをお願いしたい。見て終わ
りだと勿体ないので・・・。
・研究の日が計画的に設定してあり、グループでスムーズ
に話し合いをすることができた。
・学部を超えた相談では自分とは違った視点で意見をい
ただくことができた。前提として児童生徒の普段の実態を
把握していないとできないことと感じる。
・グループ内で一つ一つ熟議できたかはわからないが、教
員の負担面は軽かったと思う。ただ、他の先生方の考え
方や技術などを多く見れて参考になった。
・一人一研究の取り組みで授業公開すること、月１回の研
究の日を設けていたこと等、いろいろな先生方の意見や
考えについて参考にはなったが、深まる研究に結びつけ
たかは少し疑問に思う。
・特別支援教育研修会の開催は良いが、予め先生方から
アンケートをとって内容について決めると良いのでは。
・研修会（県知研での内容発表等）等、教員が学ぶ機会が
もう少しあるとよいと思いました。
・特に来年度以降に向けて、校内研究＝授業づくりという
視点から考えると、教務と連携をとりながら、よりよい授業
づくりに向けて取り組んでいけたらと考える。
・校内の子どもを専門の先生に見てもらった時の内容や
研修に出られた先生の報告等、みんなの学びとなるよう
情報共有をしっかりできるとよいと思う。

B

・校内研究について、教務部とも連携を図りな
がら進めていく。また、授業公開、公開後の振
り返りについて周知徹底し、研究の深まりにつ
なげていく。
・校外研修会等で得た学ぶについて、全体で
共有できるような報告の場を設定したり、資料
を一定期間閲覧できるような場を設置したりす
る。
・アンケートを実施するなどして、校内のニーズ
に合った研修会を企画する。

B

・一人一研究の取り組みは素晴らしいと思いま
す。継続的にweb上で閲覧出来たら、保護者さん
も地域の方も『この先生はこんなことをやっている
んだぁ』と関心を持ってくれるかもしれません。
・教職員のスキルアップにも大事な取り組みであ
り、継続をお願いします。
・校内研究という取り組みがあるのを、こちらで初
めて知ったので、ぜひ、こちらもSNSで発信される
といいなと思いました。
・先生たちのご意見として挙がっている通り、先生
たちのニーズに合わせて内容を決めることも良い
と思いますし、一方で、それだけでは、自分たちの
分かる範囲からしか学べないことがあるので、校
内の悩みを外部に相談し、外部からも、「これを学
んでみては？」というアドバイスをもらうなど、全国
的・いろんな分野から多角的に学べるようになっ
たら良さそうです。

⑧
地域における特別支援教育のセン
ター的役割の充実に努める。

・関係機関と連携を取
りながら、各町村、各
保育所・各学校の
ニーズに応じた研修
会の開催、相談活動
に取り組む。

・地域にある課題につ
いて学校全体で共有
する。

・管内の保・小・中・高の巡回相談等
を年2回以上、特別支援教育研修会
の開催を年2回行うことができたか。

・センター的機能報告会（校内向け
年1回）を開催し、管内の課題を学校
全体で共有することができたか。

全

員

□巡回相談：約309回＋その他61
（保183↑小92→中24→高10→）
＊→前年度比＊早期からの相談支援の
充実
□特別支援教育研修会
2回実施＋特研授業公開
＊地域からの参加多数
　校内専門性向上の機会の提供
□センター的報告会の実施
＊校内周知、課題共有の一助。

44% 40% 8% 8%

・研修会があり、能力向上につながった。
・巡回相談の回数は、ニーズの高さを意味していると思う
が、長く勤務している小中学校の先生方の専門性が向上
すれば、巡回はアセスメントの前後くらいでコーディネー
ターの先生方の負担も軽減すると思う。
センター的機能報告会（校内向け年1回）を開催し、管内
の課題を学校全体で共有することができたかについて
は、どのような成果が得られたているかを具体的に知りた
い。

B

・巡回相談ニーズの高まり＝現場の先生方の子ど
も理解、意識の高まりと捉えている。一方で現場の
先生方の専門性の向上、増加する相談への対応
という点については管内の課題でもあるので、各
町村と協議を継続しながら地域の仕組みづくりに
ついても検討していきたい。
・センター的機能報告会については、隠岐の地域
の状況（子供たちの困り感の状況、特別支援教育
の推進にかかる地域課題）を校内の先生方に知っ
ていただく機会にするという意味で継続していく。

A

・巡回相談ニーズの高まりに対応できていること
は素晴らしいことだと思います。準備・対応などい
ろいろと大変なところもあろうかと思います。
・基本的な役割は対応できていると思います。
ニーズの高まりに応じてさらなる対応をお願いしま
す。
・こういった先生たちの取組についても、情報発信
の中で発信しても良いのではと思います。

生
徒
指
導

④

➅

関係各所と協力し、児童生徒がも
てる力を発揮できるような学校行事
の計画実施を行う。

・行事、活動を地域と
共同して取り組む。
・児童生徒の主体性
を引き出せるよう役
割、責任を意識できる
ようにする。
・前年度までの反省を
生かし、現状を踏まえ
つつ、新しい試みにも
挑戦していく。

・50回記念となる「なかよし大運動
会」の開催に、事務局として参加校と
連携し取り組んだか。
・まつりの開催に他校、関係各所の
参加を呼び掛け、協力のもとに実施
できたか。
・活動において児童生徒が輝く場面
が見られたか。 全

員

「なかよし大運動会」に向けて、運営面で
は早い段階からフレンズ関係校と連絡を
取り合い、連携して取り組めた。チャット
を活用して、お互いの進捗状況や情報
共有を密に図ることができた。
「隠岐養護まつり」の開催には関係各所
の参加・協力を得て実施することができ
た。当日は３００人以上の来場者があ
り、児童生徒は音楽発表や販売活動
に、主体的に生き生きと取り組む姿がた
くさん見られた。実施後の校内外のアン
ケートからは、児童生徒たちの良い姿が
たくさんあったことに加え、応援メッセー
ジもたくさんいただいた。

60% 40%

・限られた時間ではありましたが、子ども一人一人が練習
をつみ重ね、「できるようになった姿」を見せることができ
た運動会でした。
・もう少し児童・生徒のアイデアを募るなどして、児童、生
徒主体の学校行事の運営ができるとよいかと感じました。
・早めに情報共有したり、関係部署に打診をしたりして、ス
ムーズに進めることができる。
・児童生徒みんなが輝いた行事であった。
・運営面については、関係各所と連携し取り組めていた。
報道関係の写真の取り扱いについては、事前に確認する
と良かった。各学部、工夫してまつりを盛り上げるようにし
ていたし、外部から沢山の応援メッセージが得られ、学校
の取り組みが評価されたと感じる。
・準備はとても大変ですが、児童生徒が自分の役割を果
たしたり、集団の中での経験を広げたりする貴重な機会と
して、今後もこうした学校行事を大切にしていきたいと思
います。

A

・運動会については早期から関係各所と連携
を取り合い、協力して準備できた。引き続き連
携を密に反省も生かし、５１回開催に向けて準
備したい。
・まつりの開催に向けては他校、関係各所の
協力を得ながら今年度の規模を維持できたら
と考える。
・来年度は執行部が組織されるので、執行部
が学校行事等にリーダー性を発揮できるよう支
援していく。また、学校行事において、児童生
徒一人一人が役割、責任をもって主体性を発
揮できるような場を設定していく。

A

・児童生徒が皆仲良く学校生活を送っているよう
に見えました。引き続き、児童生徒個々の魅力が
発揮できるような指導・見守りを期待します。
・学校行事がたくさんある中でしっかりと準備をし
実施していたと思いました。
・コロナ明けからの記念大会を執行部中心で企画
し、それに対する支援も十分に行って行事をでき
ていると思います。
・運動会についてはアンケート評価及び関係者か
らのお話で、高評価であった。

事
務
部

基

盤

③

④

施設・設備の適切な保全管理

・報告のあった破損・
危険箇所の対応方針
は１週間以内に決定
する。

・報告のあった破損・危険箇所の対
応方針は１週間以内に決定したか。

全

員

・報告のあった破損・危険箇所の対応方
針は、概ね１週間以内に決定できた。
・緊急を要するものを除けば、令達予算
の範囲内でのやりくりとなるが、児童生
徒にとって最大限の益となるように工夫
して予算活用をしていきたい。

72% 28%

・いつも迅速に対応いただいているので、大変助かってい
る。また臨機応変にも対応していただいている。
・破損部分や不都合な箇所を、迅速な対応を行って頂け
た。学校で普段使用する備品にいて来年度令達予算で満
足できるようにお願いしたいです。

A

・報告のあった破損・危険箇所の対応方針は、概
ね１週間以内に決定できたと考えている。
・令達予算には限りがあるが、児童生徒にとって最
大限の益となるように工夫して予算を活用していき
たい。

A

・本校のニーズが高まり、地域に必要な学校と
なっていると思います。時代に合った施設投資(大
規模改修工事)が必要だと思います。県との協議
をお願いします。
・目標に対しては遂行できていると思いますが、や
や受け身と思いました。事前点検や定期的な更新
計画を立てて事故や破損が起こる前に交換をす
る必要性を感じました。
・専門職不在の中、迅速な対応が出来ているとう
ことなので、引続き県の教育委員会と連携しなが
ら、然るべき対応を期待します。

研
修
相
談






